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３つのコースから選ぶ連続講座です！ 

各コース定員２０人（要申込） 

気になるテーマの講座に参加して 

スキルアップを目指しましょう！ 
 

南部生涯学習センター 
TEL：９８０－７７１３ 

 
 
場所：人権交流センター 

第１回 １１月 ８日（金）１９：３０～ 

「子どもたちを取り巻く現状と課題」 

～見えていますか?子どもの心～ 

講師 井上 女日美 さん（少年育成官） 

第２回 １１月２２日（金）１９：３０～ 

「子どもたちを取り巻く現状と支援のしかた」 

～子どもたちの声を聴く～ 

講師 岡崎 和子 さん（特別支援教育師） 

第３回 １１月２９日（金）１９：３０～ 

「子どもを守り育てる地域の役割」 

～子どもたちと出会うあなたへ～ 

 

 

 

場所：人権交流センター 

第１回１２月 ５日（木）１９：３０～ 

「自主財源の作り方」 

～やきそばでつなぐ学区の絆～ 

講師  橋爪 隆昌 さん 

(常石学区まちづくり推進委員会事務局長) 

第２回１２月１９日（木）１９：３０～ 

NPO から学ぶ 

色々な「補助金・助成金」活用術 

講師 客本 牧子 さん 

（NPO地域生活支援センターほんわか代表理事） 

第３回 １月１６日（木）１９：３０～ 

「地域の強みを活かすアイディア考」 

 

 

 

第１回１１月１６日（土）１４：００～ 

場所：熊野学区 

体験「集落点検」獣を近づけない知恵 

講師 小林 努 さん 

（福山市農林水産課主事） 
 
第２回１１月３０日（土）１４：００～ 

場所：能登原学区 

現状視察「能登原学区の取り組みと成果」 

講師 佐藤 平治 さん 

（能登原学区まちづくり推進委員会委員長） 
 

第３回１２月１１日（水）１９：３０～ 

場所：沼隈支所 

「生態から考える獣害対策」 

～専門家に学ぶ動物学～ 

講師 江口 祐輔 さん 
（近畿中国四国農業研究センター鳥獣害研究チーム主任研究員） 
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と き 10 月 1 日（火）～29 日（火） 

じかん 8 時 30 分～22 時 

 ところ 沼隈支所 ロビー 
 

2005 年 4 月，兵庨県や大阪府の行政書士 3 人が職

務上請求書を悪用し，戸籍謄本などを丌正に取得してい

たことが明らかになりました。福山市においても 12 件

が丌正に取得されていたことが判明し，本人告知を行っ

た経過があります。丌正に取得された個人情報は，結婚

や就職の際の身元調査や高齢者への詐欺，ストーカー行

為などに悪用されていたのです。福山市 

は，２０１３年２月１日から「登録型本 

人通知制度」を実施しています。戸籍謄 

本や住民票などを本人以外の代理人や第 

三者に交付した場合は，そのことを本人 

に知らせるという制度です。                   

あなたの人権，守られていますか？   東京新聞より 

                      

 

 

熊野公民館  TEL： ９５９－０００１ 

 

ベトナム料理に挑戦してみよう 

 

と き 10 月 22 日（火）９：３０～ 

ところ 熊野公民館 実習室 

講 師 卜部 ユンさん 

(ふくやまベトナムの会) 

材料費 500 円くらい 

定 員 15 人（定員になり次第締め切り） 

持参物 エプロン・三角巾・ふきん 

 

 

沼隈図書館   TEL：９８７－５６３０       
 

 展示 寺岡さんちの Dog＆Cat２０１３ 

期 間 １０月１日（火）～３１日（木） 

内 容 沼隈在住寺岡さんご自慢の愛犬， 

愛猫の写真を約30点展示 

あかちゃんといっしょのおはなし会 

と き １０月９日（水）・１０日（木） 

両日とも １１：００～１１：３０ 

内 容 絵本の読み聞かせ，手遊びなど 

対 象 乳幼児と保護者 

どようびのおはなしのじかん 

と き：毎週土曜日 

   １４：００～１４：３０ 

内 容：幼児・児童を対象にしたおはなし会 

 

 

 

 

南部生涯学習センター  TEL：９８０－７７１３  

 

   

 

 
 

山本瀧之助生誕 140 周年を記念した市内巡回 

パネル展も残りわずかとなりました。 

下の表のとおりに行っていますので，この機会 

にぜひお越しください。 
 

場所 展示期間 

ローズコム 9 月 19 日(木)～10 月 7 日(月) 

本庁 1 階市民サロン 10 月 9 日(水)～10 月 22 日(火) 

内海市民交流センタ

ー 
10月 24日(木)～10月 31日(木) 

沼隈支所 11 月 1 日(金)～11 月 25 日(月) 

 

メニュー 

・ ベトナムカレー 

・ 揚げ春巻き 

・ 緑豆あん入り 

・ 白玉団子のチェー 

☆申し込みは， 

熊野公民館まで 

じんけんは ひとりひとりの たからもの 



９月１３日（金）熊野公民館で坂田かおりさんを講師に招き， 

熊野人権問題講演会「いのち輝いて生きる ～今，ここにある差 

別の現実を変えたい～」を行いました。 

講師自らだけでなく，子どもと 

の生活を通した体験談から，差別 

の現実や差別発言が起きる背景などをわかりやすく話していただ

きました。 

また，「輝いて生きる」とはどういったことなのかを，考えさせら

れる講演会でした。 

 

９月２８日（土）沼隈支所で，こども大学「発見！みらいの私」キャリア学習講座を行いました。

講師は，黒木美佳さん（記者），池田正男さん（元漫画家），石川智史さん（動物園の獣医師）の３名

です。最初に講師から 15 分ずつ，パワーポイントを使って仕事につ 

いて説明していただきました。どんな内容の仕事なのか，楽しい事， 

つらい事，その職業をする上で必要な事を話していただきました。 

お話の後に 3 つのグループに分かれて，職業体験を行いました。 

記者の黒木さんのブースでは，記者になったつもりで講師にインタ 

ビューしました。話をしながら講師から逆にインタビューされ，記者 

だけでなくインタビューされる側の気持ちも体験できました。 

獣医師の石川さんのブースでは，講師に持ってきていただいた卵と

頭の骨を観察して，それぞれ何の動物のものかあてるクイズをしまし 

た。講師から目の位置などのヒントが出て，自分の予想がピッタリ当たった子もいました。間近で骨

を観察して動物の種類や違いについて，学ぶことができました。 

漫画家の池田さんのブースでは，漫画を描くときに使用する，道具や実際に書いた原稿を見ました。

普段からよく見る絵の具やペン，見たことのない形をしたものさし，背景や柄に使うトーンと呼ばれ

るシートを見ました。漫画を描くには色々な道具が必要だけ 

ど，身近にある物でも書く事ができることが分かりました。 

参加者は，講師の話を熱心にメモしていました。 

将来なりたい職業にも色々な道があることが分かった。 

記者の仕事を知らなかったが，話が聞けて面白かった。など， 

仕事の大変さや面白さを学ぶことができました。 

 



 

１９９３年頃より，自身が幼少期より体験した事を語りはじめる。両親の離婚により

スタートした母子家庭での生活。片親であることへの偏見，母親の職業に対する嫌がら

せなどを経験する中で持つことができた人権意識を広く分かりやすく伝えるために落

語を活用。「笑っていても大切なことに気づける・学べる」をポリシーに，全国各地で

講演活動を展開中。 

人権・福祉・子育てをテーマにした，朗らかな講演会に人気が高まっている。 
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毎 月 ， こ こ に 何 を 書 こ う か と て も 悩 み ま す 。  

文 章 を 書 く 時 は ， 内 容 は も ち ろ ん ， こ と ば の 表 現 に も 気 を つ け  

な く て は な り ま せ ん 。  

特 に 身 体 に 関 わ る 表 現 に つ い て は ，「 丌 快 感 を 示 す 人 が い れ ば ，  

そ の 立 場 を 配 慮 し て 使 う べ き で な い 」 と 考 え て い ま す 。  

「 配 慮 し て 使 わ な い 」 と い う の は ，「 た だ 丌 快 な 人 が い る か ら ・ 問 題  

に な り そ う だ か ら 使 わ な い 。」 と い う こ と で は あ り ま せ ん 。  

「 差 別 を し な い 」の と 同 じ で ，な ぜ 丌 快 な の か ，な ぜ 差 別 を し て は い け な い の か を ，

考 え る 事 が 大 切 だ と 思 い ま す 。  

多 様 な 表 現 の あ る 日 本 語 だ か ら こ そ ， 普 段 か ら 気 に か け て ， 素 敵 な こ と ば を 使 い た

い で す ね 。  

こ の 機 会 に ， 自 分 の 使 っ て い る 言 葉 を 見 直 し て み て は ど う で し ょ う か ？  

 


